　　　　　　　　卒業研究ゼミナールについて(2011年度)
１）卒業研究ゼミナールの成果に関する報告会を１月半ばに開催します。

全ての卒研ゼミナール生は、この報告会で、卒業研究ゼミナールⅠ・Ⅱの成果を報告することになります。

　　ただし、論文形式の成果の場合には、この口頭報告の免除が可能です。（論文を提出する場合には、報告会での口頭報告はしなくても構いません。もちろん、論文も提出し、同時に報告会で報告することも可能です）
２）報告は、ポスター報告、パワーポイントによる報告などなど、自由な形で行います。

３）学生は、報告会の１週間前までに、作成したポスターやパワーポイントなどなどを、卒研ゼミの担当教員に必ず仮提出して、指導を受けてください。

４）論文形式の成果の場合には、報告会の前日までに論文を提出してください。

５）報告会は複数の会場に分かれて１日で実施します。

６）一人あたりの報告時間は5～20分程度とします。

７）論文形式の場合のボリューム（字数）については、各卒研担当教員の指導に従ってください。川崎ゼミでは2万字程度とします。
８）論文についても、報告会の会場に展示します。

９）報告会には２年生にも出席してもらい、ゼミを選ぶ際の参考にしてもらいます。

10)報告会の日程、その前後のスケジュールなどなどの詳細については、追ってご連絡します。
以下は現時点での予定です。
１月13日（金）：論文の提出（２部）。午後４時まで。提出先：教学課に　（予定）
１月14日（土）：報告会の開催予定。（午前及び午後）

